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令和３年度第１回さぬき市男女共同参画推進協議会 会議要旨 

 

１ 日  時  令和３年５月３１日（月）１４：００～１５：３０ 

 

２ 場  所  さぬき市役所 ３階会議室 

 

３ 出 席 者  【委 員】尾﨑委員 柿木委員 樫原委員 金子委員 小松委員 多田委員  

筒井委員 宮本委員 山田委員  

【事務局】増田市民部長 山田課長 田村係長 山本主任主事 

 

４ 傍 聴 者  なし 

 

５ 会議次第  １ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ 議事 

 (１) 令和３年度事業概要について 

(２) 男女共同参画週間事業について 

(３) 次期プランについて                      

４ 閉会 

 

 

６ 配布資料  資料１ 令和３年度 男女共同参画推進事業概要 

            （参考）令和２年度 男女共同参画推進事業実績 

資料２ 令和３年度 男女共同参画週間事業実施計画書、チラシ 

資料３ 次期プランについて                    外 

 

 

７ 議事の経過及び発言要旨 

発言者 意見概要 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 開 会 ＞（14：00） 

 

本日は、ご多忙の中、ご出席いただきありがとうございます。 

会議に先立ち、事務局メンバーの紹介を行います。４月から、男女共同参画に関す

る業務が、総務部秘書広報課男女共同参画・国際交流推進室から、市民部人権推進課

に移管されました。 

 

つづいて、会議の公開についてです。 

本会議は、「附属機関等の委員の構成及び会議の公開に関する指針」に基づき、「原

則公開」となっています。 

本日は、協議会の傍聴要領に従い 13 時 30 分から受付しています。 

今のところ傍聴の希望はありませんが、会議途中で傍聴希望があった場合には、随

時許可することとします。 

 

では、只今から令和３年度第１回さぬき市男女共同参画推進協議会を開会します。 

 

はじめに、さぬき市男女共同参画推進協議会 筒井会長からご挨拶いただきます。 
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会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

＜会長挨拶＞ 

 

ありがとうございました。 

 

それでは、議事に入ります。 

会議の進行につきましては、さぬき市男女共同参画推進協議会規則に基づき、筒井

会長にお願いします。 

 

よろしくお願いします。 

はじめに、本日の会議について、終了予定時間を１５時３０分頃としたいと思いま

す。ご協力よろしくお願いします。 

 

なお、今回は、初の試みとして、現地とオンラインの両方で開催しております。何

かお気づきの点などありましたら事務局までお知らせください。 

 

早速ですが、議事１「令和３年度事業概要について」、 

議事２「男女共同参画週間事業について」、事務局から説明をお願いします。 

 

＜説明＞ 

 

委員の皆さん、何かご意見等ありましたら挙手をお願いします。 

…特にないようなので、次の議事に移ります。 

（３）次期プランについて、事務局から説明をお願いします。 

 

<説明> 

・資料３について説明 

次期プランに関して、皆さんの意見をお伺いしたいと思っております。 

 

…とのことですが、皆さんいかがですか？ 

 

（異議なし） 

 

では、事務局は引続きお願いします。 

 

４.検討事項 ①～④について、お尋ねします。 

具体的な方向性等の決定は実際の策定の際に行いますが、現時点での皆さんの意見

をお聞かせください。 

  

 では、①プラン名について、次期プランでは「男女共同参画」の「男女」の文言を

削除することに現時点で賛成か、反対か、どちらともいえないか、またその理由をお

考え下さい。 

 

…では、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成５、反対１、どちらともいえない３） 
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事務局 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

 ご意見のある方は、お願いいたします。 

 

 私は反対だ。社会は多様化しているものの、女性蔑視がいまだ根強く残っており、

性別役割分担意識、女性の地位向上などについてまだまだ検討していかなくてはなら

ない。また、法律において「男女」という文言が使われている以上、それに即した形

で進めていくべきと考える。 

 

 私は賛成だ。男性女性以外の性もある中で、「男女」という表現が果たしてよいの

だろうかという疑問がある。そこで、考えるのは「男女」の文言を削除するのみか、

「男女」に変わる文言を置くべきかということだが、香川県なので「まんでがん共同

参画」というのもよいのかな、と思う。 

 

 上位概念として、どういう社会を作るかということでいうと、私も今の意見に賛成

だ。男女に限らず、すべての市民がどう関わるかという包括的な多文化共生の視点を

持ち、プランを策定する必要がある。もちろんその中には「男女」「性的少数者」な

ど様々な取組があり、この個々の取組の部分においてまで「男女」の文言を削除した

りぼかすのは不適と考える。 

 

 今、アンケートなどでも、性別欄がない、または、「男、女、答えたくない（その

他）」という選択肢が設定されている。これは、「男」「女」だけでは辛い思いをする

人が一定数いることを示している。今までは、「男」「女」のどちらかが当たり前と考

える人が多かったのかもしれない。しかし、人権的観点からも私たちはこの問題につ

いて、より深く考えていく必要がある。もちろん、女性が辛い思いをする場面も未だ

多く、決して忘れてほしくはない課題だ。しかし、５年先、１０年先を見据えたとき

に私たちはより広い視点で考えていかねばならないと思う。 

 

プラン名は、性差にかかわりなく人として互いを尊重することがわかるものにすべ

きと思う。 

 

プラン名について、「男女」の文言を削除すると、誰の「共同参画」かわからなく

なる。もし、目的が薄まってしまうようであれば、逆効果なのでは。 

 

 では、次に②施策体系について、基本方針７、８を次期プランから削除することに

現時点で賛成か、反対か、どちらともいえないか、またその理由をお考え下さい。 

 

…では、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成５、反対２、どちらともいえない２） 

 

 ご意見のある方は、お願いいたします。 

 

 賛成としたが、一つ気になることがある。プラン基本方針７-３に「母子保健の充

実」という項目があるが、これは「母性保護」と同義だろうか。何十年も前になるが、

この「母性保護」というのはとても大切に考えられていた。「母性保護」と同義の場

合は、男女共同参画プランから削除するのに抵抗がある。 
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事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 「母子保健」と「母性保護」は同義ではない。「母性保護」に関しては７-１「あら

ゆる世代への健康づくり支援」の取組内容に明記している。 

 

 私は削除には反対だ。プラン基本方針７-１「あらゆる世代への健康づくり支援」

に関して。私は普段、食生活改善推進協議会で、地域の健康は私たちが守るというこ

とを念頭に活動をしている。香川県食生活改善推進協議会では、男性が会員になれる。

母親の仕事とされてきた家族の健康づくりを家庭全体に広げなければいけないと思

っている。 

 

 私も削除には反対だ。私の記憶違いかもしれないが、基本方針７、８の項目に関し

ては、もともと健康・福祉担当課が個々にプランを策定しており、男女共同参画担当

課との連携が取れていなかったことから、男女共同参画プランでも盛り込んだのでは

なかっただろうか。基本方針７，８には男女共同参画の大切な視点が盛り込まれてい

るため、今後連携するためにも残したほうがよいと考える。 

 

 私も横の連携は大切だと考える。 

 

 基本方針７，８をプランから削除することに関しては、プランの位置づけによると

思う。人権推進課が直接かかわることのみ明記するのも一つの考え方ではあるが、横

とのつながりという面で、項目を残すのがよいのではと思った。 

 

 では、次に③次期プラン策定のためのアンケートについて、調査対象を再考・変更

することに現時点で賛成か、反対か、どちらともいえないか、またその理由をお考え

下さい。 

 

…では、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成４、反対２、どちらともいえない３） 

 

 ご意見のある方は、お願いいたします。 

 

 アンケートは一番の原動力となるものだ。作成には時間をかけるべき。ビジョンを

持って臨んでほしい。その意味では、再考・変更に賛成だ。 

 

 では、次に④プランの期間を１０年→５年に短縮することについて現時点で賛成

か、反対か、どちらともいえないか、またその理由をお考え下さい。 

 

…では、挙手をお願いいたします。 

 

（賛成８、反対０、どちらともいえない１） 

 

プランの期間については５年にすべき。今の時代、スピード感を持って物事を考え

ていくのがベターだと考える。 

 

 「男女共同参画」は長いスパンで取組まねばならないテーマだが、プラン策定の際

には往々にして、１０年２０年という長期的な視点が欠落し、今の延長線上で考えが

ちだ。今までは、社内で多様な業務を経験した者が上席につくのが主流だったが、去
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事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

年あたりからジョブ型雇用に変わりつつある。いずれ専門業務のみの経験者が上席に

着くのが主流となるだろう。また、在宅ワークが浸透すると、その者は結果のみで評

価されることとなり、会社への忠誠心は無くなる。人はより高い評価をしてくれる会

社を選ぶようになる。そんな社会になると、女性活躍の概念も変わるかもしれない。

しかし、これはあくまで一つの予想であり、実際に先を見据えるのは難しい。 

タイムリーに世の中を見て軌道修正をかけながら進むのが大切ではないか。例えプ

ラン期間を１０年にしたとしても、見直すべきものは見直さなくてはならないが、よ

り深いところまで対応する意味では５年が妥当なのではないだろうか。 

 

 その他、気付いたことがあればお教えください。 

 

 コロナ禍で、人間関係が薄れつつある。会ってはいけない、食事してはいけないな

ど。家族の絆すら危機にある中、相手を大切にするということを再度意識する、その

ことから男女共同参画が進んでいくと感じている。 

 

 催し等、今後も情報提供をお願いしたい。また、市民主体だけではなく、講演会等

市主催事業の開催も要望したい。 

 

 私は、どこがやるかではなく、何をやるかが大切だと思う。例えば、ＳＤＧｓを見

ると、人権に関することだけではなく、様々なゴールがある。全体的に推進していく

ために、それぞれが自分にはどのような役割を担えるかを考える、という流れになる

中で、横の連携を取ることが重要になる。アンケートについても、回答者の年代や性

別等に偏りがあるかもしれない。バラエティにとんだ設問にするなど、市民・事業所

などの回収率を上げることを考えたい。 

 

 「男女共同参画」の視点の基本は、人権だと思う。人を人として大切にすることが

できれば、男女共同参画の課題は解決できる。今年から業務が人権推進課に移管され

たのはよいことだと思う。人権問題に取組む関係者と話をする機会があれば、違った

視点を持てて良いのではと思った。また、会議の際のペーパレス化についても検討し

てほしい。アンケートについてもスマホで回答できるようにする等、若い世代へのア

プローチができるよう考えていく必要があると思う。 

 

 横の連携を密に取ってほしい。例えば、危機管理課と一緒に、女性の視点で防災に

ついて考える等。また、私も含めまだまだ勉強していかなければならないことが多い

と思った。知らない言葉や概念など、まずは委員で集まって勉強会をしたり、子育て

世代にも興味を持ってもらえるようなものを開催するなど、少しずつ市民に広めてい

ければ。 

 

 例えば、「男女共同参画」に関わる大学の職員など有識者に、協議会に入ってもら

うのはどうかと思った。私は、普段中学生と関わることがあるのだが、子どもの感性

はすごい。男女共同参画の必要性を感じている子が多い。日本はジェンダー平等の取

組が遅れているというが、右肩上がりに進んでいると感じている。無理にスピードを

追い求めるやり方はもしかしたら私たちには合わないかもしれない。私たちは私たち

のスピードで着実に進めていくことが大切では、と思う。 

 

 他委員の様々な意見を知ることができよかった。実は、私自身「男女共同参画」と

いう言葉に違和感がある。頭ではわかっていても、現実の生活の中では、「女がやれ
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委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

部長 

 

会長 

 

 

 

 

ばいいのだ」、「男に任せておけばいいのだ」などという考えが根強く残っている。横

どうし連携しプラン内容を練っていく中では、様々な意見が出ると思う。また、子ど

もたちは確かに素晴らしい考えを持っている。成長過程で、この感性をなくしてしま

わぬよう、継続して啓発していくことが大切だ。 

 

アンケートについては、どの世代からの回答率が低いのかを把握することができれ

ば、対策を取りやすい。例えば、若い世代からの回収率が低ければスマホ対応にする

など。その他、私は、貧困家庭についても関心を持っている。ひとり親家庭、非正規

など子育て世代への支援に取組んでいってほしい。若い世代への働きかけ・啓発が必

要。そうした施策が、ゆくゆくは、すべての人が暮らしやすいさぬき市に繋がってい

く。そのための取組を一つひとつしていく必要がある。 

 

 アンケートは、当たり障りないものより、突っ込んだ設問がよいと思う。例えば、

国を挙げ女性活躍を進めていたが、コロナ禍で、女性の貧困世帯や自殺が急増した。

もし事業所に聞くとしたら、解雇などについて男女で差はあったのか、またそれは何

故かなど答えにくい設問も織り交ぜるといいのでは。事務局においても、例えばＳＤ

Ｇｓならば１６９ターゲットを把握する等詳細について勉強した上で取組んでほし

い。 

 

私の勤める会社では、女性活躍に力を入れている。これからも協議会で学びたい。 

 

＜意見交換：１５時２０分まで＞ 

 

ありがとうございました。今後の次期プラン策定準備にあたっての参考とさせてい

ただきます。その他、事務局から何かお知らせなどは、ありますか。 

 

<説明> 

先ほども触れましたが、今年度、次期プラン策定のために来年度実施するアンケー

ト素案完成までを目指しています。協議会は残り２回を予定しています。その際皆さ

んからのご意見をいただくべく、必要に応じて、今回のように、事前に検討事項など

を送付いたします。今後とも積極的なご発言をお願いします。 

 

・次回会議開催予定 ９月２７日（月） 

              

他に委員の皆さんから質問などはありますか。 

 

（質問無し） 

 

それでは最後に、増田市民部長から、挨拶をお願いします。 

 

 <挨拶> 

 

 ありがとうございました。 

本日も熱心な議論をありがとうございました。 

これで令和３年度第１回さぬき市男女共同参画推進協議会を閉会します。お疲れ様

でした。次回も引続きお願いいたします。 
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＜ 閉 会 ＞（１５：３０） 

 

 


